
「仮説検証」と「改善」で変化の激しい時代を乗りこなせ！

「アジャイル開発」
導入ガイド



この資料の監修

平川 隆仁
製造業界でのエンジニア職およびスクラムマスターの経験を経てアジャイル開発の奥深さを知る。
組織体制にとらわれず、チーム本来の生産性を発揮できるワクワク組織を作るためにアジャイルウェ
アに入社。Lychee Redmineのプロダクトオーナーや複数チームのスクラムマスターを歴任。 企業規
模の拡大に伴い Team. KAIZEN を立ち上げ、現在は全社のカイゼン活動をリードしながら、 より働
きやすく成果を上げられる組織の実現を追求している。

株式会社アジャイルウェア

スクラムマスター／アジャイルコーチ
Team.KAIZEN 組織マネジメント／開発マネジメント

その他のコミュニティ活動: スクラムフェス大阪 実行委員



アジャイルはなぜ必要？
これまでの仕事の仕方と何が違う？



変化が早く正解がわかりにくい時代のアプローチ



変化にすばやく適応し、市場で生き残るには？



ウォーターフォール型開発とアジャイル開発の違い



アジャイル開発をやってみよう！
ここからは、アジャイル開発のフレームワークとして

近年よく採用されている「スクラム」について説明します



アジャイル開発のフレームワーク「スクラム」



スクラムチームの役割



スクラムのフレームワーク



バックログリファインメント — スプリントに入る前の準備 —

大雑把な状態のバックログを詳細かし、実現可能な状態にする目 的

プロダクトオーナー / 開発チーム
スクラムマスター / ステークホルダー / その他関係者



スプリントプランニング

バックログの着手順を決める、計画に合意する目 的

プロダクトオーナー / 開発チーム
スクラムマスター



デイリースクラム

開発チームが自分達の仕事を同期する、誰が何をするのか決める目 的

プロダクトオーナー / 開発チーム / スクラムマスター



スプリントレビュー

開発した成果物に対するフィードバックを得る目 的

プロダクトオーナー / 開発チーム
スクラムマスター / ステークホルダー / その他関係者



スプリントレトロスペクティブ

学びを最大化し、次のスプリントをより良いものにする目 的

開発チーム / スクラムマスター



スクラムの基本原則と価値基準



アジャイル開発に
まつわる誤解



アジャイル開発やスクラムにまつわる疑問と対処法





最後までご覧いただき、ありがとうございました！

プロジェクト管理をより本格的に行いたい企業様は、ぜひ、Lychee Redmineを
ご利用くださいませ。他のお役立ち使用も貴社のプロジェクト管理に貢献できれば幸いです。



株式会社アジャイルウェア

アジャイルウェアホームページ ： https://agileware.jp/ 
 LycheeRedmine導入のご相談 ： https://lychee-redmine.jp/contact/  
お問い合わせ先 ： https://agileware.jp/contact/other-form/ 

Copyright © 2023 Agileware Inc. All Rights Reserved. 


